
冬の寒さが厳しさを増し、いよいよ２学期も最後の日となりました。今年１年間はいかがだった

でしょうか。１年を振り返り、来年への準備の期間が冬休みだと思います。自分を見つめしっか

り新年を迎える準備をお願いします。
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閾閾値値をを越越ええるる
閾値とは、ある刺激に対

して反応が起こる限界値

のことです。これを、仕

事の頑張り（力量）と成

果（反応）に置き換えて

考えたものが、右の図で

す。

私たちは、頑張っている

つもり、努力しているつ

もりでも成果が思うよう

に上がらないことがあり

ます。閾値を越えるまで

頑張らないと成果は上が

らず、「あまり変わり映えしない。」「前と変わっていないような気がする。」という評価を受ける

ことになります。また、図からもわかるように、同じ頑張りでも元の状態が多いと閾値を越える

ことができます。そして、一度閾値を越えると、次は更に高いところに閾値が設定されます。

これを、テストに置き換えると、頑張って勉強したのに成績が上がらないのは、閾値を越える

までの（ケースＡ）頑張りでなかったということになります。しかし、毎回頑張っていると、元

の状態が高くなり（ケースＢ）、同じ頑張りでもあるとき閾値を超え、成績が上がるようになる

ということになります。また、例えば、２時間しか勉強できない状態で、閾値が３時間だった場

合、一度４時間勉強することができたら、経験値として閾値が上がっています。だから、次の閾

値は５時間となるわけです。つまり、頑張った分だけ限界値は、上がるということになります。

学校は、勉強だけでなく、「人間関係」や「規範意識」、「努力すること」などいろいろなこと

の個人内の閾値を高める場であると考えます。そのためにも、正しい方向へ導く環境を整え、良
い経験を頑張ってしてほしいと思います。

１２２月月のの植植物物 １２月、学校には、花が少なくなりました。プランターの植え替えや花壇の

え替えが進んでいますが、まだまだ花の時期にはなっていません。



１２月１日の子どもフォーラムの時に参加された方々に、昨年の種から園芸委員が育てたハボタンの

苗を配付しましたが、５ケースほど余りましたので、地域の方々に自由に持ち帰りを呼びかけました。

１２日（月）には、全てなくなっていたので、大変喜んでいます。

「「朝朝ボボララででききれれいいににななっってて
部活動の朝のボランティアをあいさつ運動から清掃

変えてもらいました。日替わりで各部活動がしてく

校の校庭や正門周辺がきれいになっています。

委委員員会会もも頑頑張張っってていいまますす。。
月に１回、各委員会の生徒集会が行われています。

１１月は、図書委員会の読み聞かせがありました。

全校生徒が、スクリーンを見ながら静かに聴くこと

ができました。また、１２月は、生活委員会が、子

どもフォーラムでまとめたアンケートを１,３年生

に報告し、時間を上手に使い睡眠時間の確保を呼び

かけました。各活動以外も頑張っています。

残残念念！！
○１２月２０日（火）の昼休みに臨時の全校集会を

下や教室のお菓子の包み紙が数回落ちていました

ん。お菓子の持込をして、わからなければ良いと

笑顔で登校できるように、全校生徒一人ひとりに

○１７日の土曜日に、古川先生が植えられたパンジ

ました。校庭の事なので本校生徒とは限りません

だけに、残念です。

め

地域への呼びかけ

春の花々の準備をする園芸委員

での様子
 来年の卒業式、入学式をチューリップで飾るた
子どもフォーラム
いいまますす！！」」
活動や落ち葉掃きに

れていますので、学

しなければなりませんでした。１２月に入り、廊

。その都度、生徒に尋ねますが該当者が出てきませ

いう風潮は、他のことにも広がります。安心して、

このことを考えてもらうための集会でした。

ーの鉢がひっくり返され、スイセンが切られてい

が、これまで、花にいたずらされることがなかった

に体育館前のプランター等を植え替えました。

お知らせ

本日（２２日）に「県下一斉街頭補導出発

式」が、熊本市役所前広場で１５時から行

われます。その中で、生徒会長の筑紫君が

「生徒代表誓いの言葉」を市長の前で述べ

ます。他に、２年生の鳥井さん、内田さん、

中島君も参加し、出発式の後、上通りのび

ぷれす広場前で街頭キャンペーン（非行防

止啓発チラシ配布）も行います。マスコミ

からの取材もあり、夕方のニュースでも流

れると思いますので、様子をご覧ください。


